
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年７月３１日(月)～８月２日（水）の３日間、中学１年生が新潟県胎内市の新潟県立少年自然の家

で臨海教室をおこないました。生徒たちは海浜実習の中で、泳力向上・救急救命法の習得を目標に、非

常に熱い中でしたが頑張ってまいりました！また、村松浜海水浴場に感謝の気持ちを込めてごみ拾い

をしました。海洋汚染や SDGｓについて考えるきっかけになったのではないでしょうか？そして、今

年の臨海教室では新しい試みとして、カヌー体験にチャレンジしてみました。このような様々なプログ

ラムを通して生徒たちは何を感じたでしょうか？生徒たちの感想文をご覧ください。 
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臨海教室を通して、私は海を大切にし、自然を守る行動を自ら起こせるよ

うになろうと思いました。    菅野悠季斗（福島市立大笹生小学校出身） 

臨海教室に感謝しています。この３日間で、恐怖心や不安があっても、それ

を乗り越えて何かを成し遂げていく姿勢を身につけることができたように

思います。                  佐藤ゆあ（伊達市立保原小学校出身） 

この３日間で、海に捨てられるごみについて考え、救命救助について学び、

大きく成長することができました。カヌーも含めて新しいことにチャレンジす

るのは楽しいと思いました。   柘植宗次郎（福島市立庭塚小学校出身） 


